

























































































































































































































































































































































































































































































































































愛  知  県
?
  ?
  ?
豊橋市青竹町・海津市海津町の位置
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⑽　資料整理作業報告
　2013年度は２つの文書群の目録作成をお
こなった。どちらも2011年度に古書店から
購入したものである。作業は内藤路子（臨時
職員）がおこなった。以下、内容を簡単に紹
介する。
１．三河国渥美郡青竹新田榊原家文書
　青竹新田（現、愛知県豊橋市青竹町）の榊
原家旧蔵文書で、点数は863点。
　青竹新田は前芝村の青木九郎次が開発した
新田で、明和９年（1772）に検地をうけてい
る。榊原家がここに移り住んだ時期は不明だ
が、「青竹新田・牧新田分入高皆記」（No. 21）
によれば、榊原家は文化年間（1804～1818）
以降、青竹新田の組頭や庄屋代をつとめてい
る。当主は代々清蔵を名乗った。
　榊原家の人の名が最初に確認できるのは文
化９年（1812）の手習本で、「榊原岩吉」と
記されている。手習本と算術のテキストは
30点ほどあり、岩吉、岩蔵、桂作、平太郎
の名を確認できる。
　本文書群は平太郎関係の史料が約９割を占
めている。平太郎は安政３年（1856）に生ま
れ、青野村戸長、吉田方村収入役、吉田方村
会議員、吉田方村長などをつとめた人物で、
明治31年（1898）に吉田方村長を辞した後
は、牟呂用水普通水利組合委員や吉田方漁業
組合理事などをつとめた。晩年は豊橋別院に
寄留して詰番をしている。非常に筆まめな人
物で、明治９年（1876）から大正年間まで日
記を残しており、職務上の必要事項の転記、
書状・願書の控、農作業や海苔場の記録など
がことこまかに記されている。
　本文書群で最も年代の古い文書は慶長５年
（1600）の「海方御運上訳牒」（No. 51）だが、
これは、明治８年（1875）に国が打ち出した
海面拝借制度に対し、牟呂村に面した海の利
用権を主張する根拠として、当時青野村の用
係および浦役人をつとめていた平太郎が入手
したものと考えられる。これとは別に平太郎
が作成した写があり、海面拝借願の控ととも
に綴られている（No. 52）。牟呂村に面した
海の新田開発に反対する寛文７年（1667）の
願書（No. 19）も同様の目的で入手したと考
えられる。
　また、明和６年（1769）の青竹新田開発免
許の写（No. 13）や明和９年（1772）の青竹
新田検地帳写（No. 11）など、青竹新田の成
立に関わる文書もあるが、これらは平太郎が
青野村の村誌編輯のために収集したもので、
その一部は村誌（No. 32）に載録されている。
２．美濃国石津郡内記村伊藤家文書
　幕末に内記村（現、岐阜県海津市海津町内
記）の庄屋をつとめ、明治期には戸長・岐阜
県会議員などの公職を歴任した伊藤又吉の家
に伝来した文書で、点数は255点。
　内記村は長良川と揖斐川にはさまれた高須
輪中の中央部に位置する。村の西を大江川
（西大江川）、東を東大江川が流れ、二つの川
は村の南で合流している。海抜１メートルほ
どの平坦な低地で、かつては洪水の常襲地帯
だった。
　江戸時代を通じて幕府領で、村高は幕府の
公式帳簿である元禄郷帳・天保郷帳でともに
432石余である。村明細帳（No. 36、作成年
不明）によれば、内記村の家数は18軒、村
堤塘拝借願付図（部分）
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人の数は88人である。大江川を悪水排水路
として利用しており、川幅の平均は50間（約
90メートル）。堤防の一部は「中
なかてい
堤」として
他の堤防とは区別されている。中提とはこの
地域特有の用語で、現在の高須輪中が完成す
る以前に作られた潮除堤などをさしている。
　幕末か明治初年の作成と考えられる絵図
（No. 3）は周辺村々との位置関係や圦樋の場
所の記載が詳しい。また、堤防に木が植えら
れていたり家が建ち並んでいたりする様子が
描かれていて、村の景観をイメージしやす
い。大江川の堤防の一部が他より太く描かれ
ており、これは中堤をあらわしている。
　本文書群は近世内記村の村方史料、又吉が
つとめた様々な役職に関する史料、又吉とそ
の後を継いだ綾治の時代の土地集積に関する
史料、高須郵便局長をつとめた綾治の長男昇
の給与辞令などからなっている。近世期の史
料には、先述した村明細帳のほか、笠松代官
所からの国役金などの受取書（No. 4～No. 29）
がある。
　又吉がつとめた役職に関する史料には様々
なものがあるが、内容的にまとまっているも
のはあまりない。その中で、堤防拝借願の控
（No. 31、No. 39‒10）が明治13年（1880）か
ら大正期まで継続して残っている。伊藤家ほ
か４軒が岐阜県などに提出した、中堤上にあ
る自宅の土地の拝借願の控で、図面が添付さ
れており、堤防上に家が建っている様子がよ
くわかる。これらの書類の中には、近世期の
文書の写しも１点ある。これによると、内記
村では文政11年（1828）に洪水対策のため
村を挙げて中堤へ移住することを地主に「懇
願」したことがわかる（No. 39‒9‒8）。堤防
に家などを建てることは内記村の近隣の村で
もおこなわれているが、こうした土地利用が
いつ頃からはじまったかを示唆する史料であ
ると思われる。
　なお当研究所では、本文書群とは別に、出
所を同じくすると思われる文書約450点を収蔵
しているので、あわせてご利用いただきたい。
 （文責　内藤路子）
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⑾　考古遺物整理作業報告
　昨年度に引き続き、愛知大学にとって、文
化財保護法に基づく報告の責務のある２つの
遺跡「河原田遺跡」と「川田原古墳群」の資
料整理を中心に行なった。また、本年度は資
料整理成果報告会「愛大発掘メモリーズ」を
行ない、岩野見司氏（東海学園大学名誉教
授）のご講演を賜った。
　なお、本年度より廣瀬憲雄所員がプロジェ
クトの一員として加わり、以下の体制となっ
た。
　　神谷　智（所員）
　　廣瀬憲雄（所員）
　　玉井　力（非常勤所員）
　　井口喜晴（非常勤所員）
　　桒原将人（研究員）
　　森田亮子（臨時職員）
　　朝倉留美（臨時職員）
河原田遺跡　昨年度に引き続いて、土器棺と
それに付属する土器の接合・復元、実測・ト
レースなど報告書作成に必要な作業を中心に
行なった。ここで強調したいのは、作業の過
程で、これまで所在不明だった１号土器棺
を、発見できたことである。１号土器棺は著
しく細片化しており、接合・復元作業は困難
を極めたが、これを成し遂げることができ
た。現地調査終了直後からおよそ半世紀もの
間、行方不明となっていた１号土器棺を発見
し復元できたことは、大きな収穫であった。
これによって、昭和40年（1965年）の現地調
査で土器棺と認定されたものについては、す
べて接合・復元を終え、報告が可能となっ
た。その成果は、桒原将人研究員によって、
本誌に掲載の「河原田遺跡発掘調査の記録
Ⅱ」としてまとめられている。今回これで重
要資料である土器棺についての報告は、完了
したことになる。
川田原古墳群　川田原15・16・22・23・24号
墳のうち、15・16号墳の報告をまずは目標と
し、該当する遺物の実測図のトレース、遺構
の図面作成・トレース作業を行なった。
資料整理成果報告会の開催　本年度は途中経
過ではあるが資料整理の成果を広く一般に公
開する報告会「愛大発掘メモリーズ」を、11
月16日㈯に712番教室を会場として開催し
た。郷土史愛好家、かつて発掘作業にあたっ
ていた愛知大学の卒業生などを中心に105名
の参加を得た。なかでも、歴史に興味を覚え
はじめたという中学生の参加があったことは
驚きであった。報告会の次第は以下のとおり
である。
　　第一部講演
　　・ 「東三河の考古学研究史～愛知大学が
　　　　発掘調査を行なっていた頃～」
　　　　　岩野見司氏
　　第二部報告
　　・ 「愛知大学が調査した遺跡～愛大所蔵
　　　　資料の整理から～」
　　　　　桒原将人
　　・考古資料の解説
　　　　　玉井　力・森田亮子
　報告会参加者の方から「次回の報告が楽し
み」「こんな遺物が愛大にあったとは知らな
かった」「愛知大学の発掘の歴史をはじめて
知った」などの感想をいただいた。これまで
なかなか表に出ることがなかった愛知大学収
蔵の考古遺物を、公開できるように整理して
いくことは、保管する愛知大学の責務であ
り、地域社会への貢献につながることだと再
認識することができた。 （文責　森田亮子） 
河原田遺跡１号土器棺接合の様子 河原田遺跡１号土器棺の復元後の状態
河原田遺跡10号土器棺接合の様子 河原田遺跡10号土器棺復元後の状態
資料整理成果報告会「愛大発掘メモリーズ」岩野見司氏講演会の様子
資料整理成果報告会「愛大発掘メモリーズ」
桒原将人研究員による報告の様子
資料整理成果報告会「愛大発掘メモリーズ」
復元した考古資料を解説している様子
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